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1．それぞれの主語の形
（a）名詞・代名詞
（b）名詞句
（c）名詞節
（d）仮主語の it

補語のいろいろ 10

1．不完全自動詞の補語
2．不完全他動詞の補語

目的語のいろいろ 14

1．完全他動詞の目的語
2．前置詞をともなう自動詞
3．授与動詞の目的語
（a）間接目的語に to をとるもの
（b）間接目的語に for をとるもの
（c）間接目的語に of をとるもの

4．不完全他動詞の目的語
5．同族目的語
6．さまざまな意味をあらわす目的語

修飾のいろいろ 18

1．形容詞的なもの
2．副詞的なもの

時間表現のいろいろ 22

1．現在時制
（a）現在の事実・状態
（b）現在の習慣的行為
（c）不変の真理
（d）未来の代用
（e）現在完了の代用
（f）歴史的現在
（g）確定未来
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2．過去時制
（a）過去の動作・事実・状態
（b）過去の習慣
（c）過去完了の代用

3．未来時制
（a）単純未来
（b）意志未来
（c）その他の形式

4．進行形
5．完了形
6．進行形をとらない動詞
（a）知覚動詞
（b）心理状態をあらわす動詞
（c）その他

否定表現のいろいろ 27

1．否定語
2．全体否定
3．部分否定
4．否定の慣用表現
（a）二重否定
（b）否定語を含まない否定表現

比較表現のいろいろ 31

1．原級を用いた比較表現
2．比較級を用いた比較表現
3．最上級を用いた比較表現
4．慣用表現を用いた比較表現
（a）the more～, the more . . .
（b）as～as possible [as A can]
（c）senior [junior] to, superior [inferior]
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準動詞のいろいろ 35

1．不定詞
（a）名詞的用法
（b）形容詞的用法
（c）副詞的用法
（d）知覚動詞・使役動詞＋目的語＋原

形不定詞
（e）独立不定詞
（f）目的・程度をあらわす表現

2．分詞
（a）現在分詞
（b）過去分詞
（c）分詞構文

3．動名詞
（a）用法
（b）動詞の目的語としての動名詞と不

定詞
（1）動名詞だけを目的語にとる動詞
（2）不定詞だけを目的語にとる動詞
（3）動名詞と不定詞の双方を目的語

にとる動詞
（4）双方で意味の違うもの

（c）慣用表現

動詞の形のいろいろ 41

1．態
（a）目的語が１つの他動詞の場合
（b）目的語が２つある他動詞の場合
（c）目的語と補語をもつ文の場合
（d）準動詞が補語の場合
（e）受動態が好んで用いられる場合
（f）中間態：能動の形で受動の意味を

あらわす動詞の場合
2．仮定法
（a）仮定法未来
（b）仮定法過去
（c）仮定法過去完了
（d）仮定法現在
（e）願望・意見などをあらわす表現
（f）慣用表現
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関係づけのいろいろ 46

1．前置詞
（a）場所をあらわすもの
（b）時をあらわすもの
（c）原因・理由をあらわすもの
（d）原料・材料をあらわすもの
（e）目的・結果をあらわすもの
（f）その他
（g）群前置詞

2．接続詞
（a）等位接続詞
（b）従位接続詞
（1）時をあらわすもの
（2）原因・理由をあらわすもの
（3）目的をあらわすもの
（4）結果をあらわすもの
（5）条件をあらわすもの
（6）譲歩をあらわすもの
（7）比較をあらわすもの
（8）様態をあらわすもの

（c）他の品詞より転用されたもの

表現のヴァリエーションの
いろいろ 52

1．名詞句←→名詞節
2．形容詞句←→形容詞節
3．副詞句←→副詞節
4．前置詞＋名詞←→形容詞・副詞節

特殊構文のいろいろ 56

1．名詞構文
2．無生物主語構文
3．強調
4．省略
5．同格
6．挿入
7．倒置
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